
『点訳フォーラム』より 

【質問１】 

ル・モンド紙という言葉がでてきました。「ル・モンド（世界）」意味ですが、フォーラムの語例に「ル■モン

ド」とでてきたので「ル■モンドシ」分かち書きはわかるのですが、なぜ切るかわかりません。 

 

「Le（ル）」はフランス語の冠詞で英語でいう「The（ザ）」と同じに考えてマスあけすると考えてはみ

たのですが・・・。 

 

ル・モンド  →  ル■モンド 

（「ル」は冠詞としての働きが明確） 

 

 

【回答１】 

ル・モンド紙の切れ続きについてはお考えの通りです。「ル」は英語の「the」と同じですし、この場合、

定冠詞としての働きが明確ですので区切って書きます。ア・ラ・モードやア・ラ・カルト、カフェ・ラ・テの「ラ」

もフランス語の定冠詞ですが、これらは日本語として定着した外来語ですので、一続きに書きます。 

 

 

【質問２】 

フランス語の地名です。長い地名は判断できませんでした。  

リスル＝シュル＝ラ＝ソルグ 

サン＝シル＝オー＝モン＝ドール 

２つです。 

 

 

【回答２】 

リスル＝シュル＝ラ＝ソルグは、 l'isle sur la Sorgue で、「ソルグ川沿いの町」の意味のようです。リ

スルが街、sur は～沿いの意味、ラソルグはソルグ川ですので、リスル■シュル■ラソルグと書いてよい

と思います。サン＝シル＝オー＝モン＝ドールは、saint-cyr au mont d'or で、モンドールは山の名前、

そして、au は男性名詞に付く前置詞です。～オーモンドールという街が周囲に数多くあります。saint-

cyr は聖シルで人名です。サンシル■オーモンドールと書いてよいと思います。 

  

 リスル＝シュル＝ラ＝ソルグ  →  リスル■シュル■ラソルグ 

 サン＝シル＝オー＝モン＝ドール  →  サンシル■オーモンドール 

 

 

【質問３】 

ニュー・シネマ・パラダイスの分かち書きは？ 

 てびき 103 ページ 備考 点字で本来一続きに書く語は中点を省略しということで、「ニューシネ

マ」と続け、「・パラダイス」はてびき 102 ページ（２）②誤読を避けるためや語句の切れ目を明らかにす

る為に用いられている中点なので、省略し、その部分を一マスあけて書いて「ニューシネマ■パラダイ

ス」でよろしいでしょうか？ 



【回答３】 

文字通りの「ニューシネマのパラダイス」でしたらお考えの通りなのですが、「ニュー・シネマ・パラダ

イス」という映画もあるようです。映画のタイトルでしたらニュー■シネマ■パラダイスになります。映

画の内容を見ると、小さな村に住んでいた主人公が、焼失した映画館を再開し、その映画館が「新パラ

ダイス座（Nuovo Cinema Paradiso ニューシネマパラダイス）」ということです。「ニューシネマのパラ

ダイス」ではなく、「シネマ■パラダイス」の「ニュー」でので、分かち書きを含む複合語全体に「ニュー」

が付いた形になります。 

 

ニュー・シネマ・パラダイス → 二通りの考え方 

１つ目は、「ニューシネマのパラダイス」ということで    

→ ニューシネマ■パラダイス 

  ２つ目は、映画のタイトルで 

   → ニュー■シネマ■パラダイス       

 

 

【質問４】 

五十歩百歩は「数５０ポ■ヒャッポ」と点訳フォーラムの語例であったのですが、「五十」は数字で、「百」

は仮名で書くのはなぜですか？ 

「五十歩」がてびき３３ページ（１）の数を含む言葉は数字で表すことを原則として「百歩」はてびき３５

ページ（４）数量や順序の意味が薄れた言葉として考えられますか？ 

 

【回答４】 

五十歩百歩は、全体として具体的な数の意味は薄れていますが、５０は読みやすさや分かりやすさ

を考慮して数字で表記することが定着しています。 

  数５０ポ■ヒャッポ 

 

 

【質問５】 

紫式部本人による現代語訳「紫式部日記」の中に出てくる文章で漢数字の「一」の書き方で、「数符１」

と表記してもいいでしょうか？それとも、「いち」と仮名でかくのでしょうか？ 

〈以下文章です〉 

わたしは人前では漢字を書いておりません。もっとも簡単な真名というのは？一、ですね。この、一、の

字をすーっと横に引いたりもしなかった。 

 

 

【回答５】 

「一」は、あくまでも数字を意味しますので、数１と書き、この文の場合は最初の「一ですね」のところ

で、数１（カンスージ）と入れてはどうでしょうか。 

 

 一、ですね。 →  数１（カンスージ）、デスネ →     

 数あ七カンスー濁し七、無濁てすね。 



『点訳フォーラム』より 

【質問】 

中点の使い方「１・２・３・４・５・１・２」「月・火・水・木・金」と、「タララータララー」「タララララタララララー」

のマスアケを教えてください。 

以下の文の中に出てきます。 

 

 何度も考えた末、もしかすると、その原因となっているのがこの、７拍子というリズムにあるので

はないかと思ったのです。「１・２・３・４・５・１・２」というリズムが、日常から輝きを奪っている・伊福部昭のゴ

ジラのテーマを思い出してください。あの曲は変拍子で、効果的に５拍子が登場することによって恐怖

を与えているのですが、「タララータララー」に続く「タララララタララララー」こそまさに５拍子。「月・

火・水・木・金」という平日のリズムに恐ろしさが生じ、日常や勤労に対する喜びを奪っていたのです。 

 

 ・中点は「１・２・３・４・５・１・２」「月・火・水・木・金」はてびき 102 ページ（２）②で１マスあけでと考えて一マ

スあけででいいのかなと考えて「１■２■３■４■５■１■２」「月■火■水■木■金」。 

 

 ・「タララータララー」「タララララタララララー」は歌うときのようなマスアケで「タララー■タラ

ラー」「タララララ■タララララー」でいいですか？ 

 

【回答】 

 すべてお考えの通りです。中点の箇所も、「タララータララー」と歌っていると 

ころも、お書きになったマスあけでよいと思います。 

 

中点 

「１・２・３・４・５・１・２」「月・火・水・木・金」 → 「１■２■３■４■５■１■２」「月■火■水■木■金」 

 

・『てびき 102 ページ』（２）② より 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

マスアケ 

・「タララータララー」→「タララー■タララー」 

・「タララララタララララー」→「タララララ■タララララー」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ひとりで生きると決めたんだ』より 



 

 

 

 

 

『点訳のて

びき 第３

版  Q＆A 

第2集』より 

 

 

  

 

 

 

『本間一夫と日本盲人図書館』より 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

『初めての点訳第 3版・指導者マニュアル』より 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

『点訳のてびき 第３版 Q＆A 第２集』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『点訳フォーラム・点字表記の語例』より 「百」がつく言葉抜粋 

 

五十日百日の祝い イカ■モモカノ■イワイ 

一罰百戒 数１バツ■ヒャッカイ 

嘘八百     ウソ■ハッピャク 

お百度参り オ数１００ド■マイリ 

漢方百薬の長 カンポー■ヒャクヤクノ■チョー 

疑問百出 ギモン■ヒャクシュツ 

五十歩百歩 数５０ポ■ヒャッポ 

五百羅漢 数５００＝ラカン 

四十八茶百鼠 シジューハッチャ■ヒャクネズミ  江戸時代の色のバリエーション。非常に多くの茶・

鼠色のこと 

老舗百貨店 シニセ■ヒャッカテン 

四百四病 シヒャクシビョー  「人間のかかる病気のすべて」の意 

四百余州 シヒャクヨシュー  「中国全土」のこと 

諸子百家 ショシ■ヒャッカ 

数百冊     スーヒャクサツ  

雀百まで踊り忘れず スズメ■ヒャクマデ■オドリ■ワスレズ 

年百年中 ネンビャク■ネンジュー 

八百八町 数８ピャクヤチョー 

八百八橋 数８ピャクヤバシ 

一金百万円也 ヒトツ■キン■数１００マンエンナリ 

百害あって一利無し ヒャクガイ■アッテ■数１＝リ■ナシ 

百獣の王 ヒャクジューノ■オー 

百条委員会；１００条委員会 数１００ジョー■イインカイ 

百戦錬磨 ヒャクセン■レンマ 

百態     ヒャクタイ さまざまな様子 

百度参り 数１００ド■マイリ 

百日芋     ヒャクニチイモ   「じゃがいも」のこと 

百年忌     数１００ネンキ 

百年杉     ヒャクネンスギ  

百聞は一見に如かず ヒャクブンワ■数１ケンニ■シカズ  

百発百中 ヒャッパツ■ヒャクチュー 

百万遍念仏 ヒャクマンベン■ネンブツ 

百も承知 ヒャクモ■ショーチ 

富嶽百景 フガク■ヒャッケイ 

文句を言うなんて百年早い モンクヲ■イウナンテ■ヒャクネン■ハヤイ 

現場百遍 ゲンバ■ヒャッペン 

一念五百生 イチネン■数５ヒャクショー 一念の妄想の報いを五百生にわたって受けるという

戒め 

天神地祇八百萬神 アマツカミ■クニツカミ■ヤオヨロズノ■カミ 

百の顔を使い分ける ヒャクノ■カオヲ■ツカイワケル 



点訳のてびき１１６－１１９ 伏せ字とマーク類 

        『改訂版 点訳問題集２』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 あてはまる項目の□に✔を付けてください。 

 あてはまる無こーもくの無拗てっくらんに無拗てっく無まーくを無 

つけて無く濁たさい。 

 

注意が必要です。無無七七各項目のチェック欄は省略。七七 

 拗つーい濁か無ひつよー濁てす。無無七七かく無こーもくの無 

拗てっくらんわ無拗そー拗らく。七七 

 

 

 

 



 『点訳フォーラム』より 

 

22．p193 ２．マーク類の書き方 

行頭にチェックマークを入れる□がついた文の□の書き方について質問です。 

空欄符号、伏せ字符号は使えないので箇条書きとして□を省略してよいでしょうか。この１ページ後に

「チェックリスト」として同じ文をまとめて書いた表があります。ここの書き方としては、見出しの後に点

訳挿入符を使い次のようにしました。 

「各項目のまえのチェックマークを入れる空欄の省略、便宜上各項目の始めにａ．～ｊ.の番号を付けた」

というような内容を付記しました。 

 

【Ａ】 

前の方は、□を省略して箇条書きにするのがよいと思います。 

チェックリストの表の方は、お考えのように《○○ページと同じ文が掲載されています。各項目冒頭にチ

ェックを入れる欄があります。》などのように点訳挿入符で説明するとよいと思います。冒頭に記号や

番号を補うのが有効な場合もあると思いますが、単にチェックすることだけが想定されている場合は、

番号なしの箇条書きでもよいと思います。 

「○○ページ」には点訳書の該当ページを入れます。点訳でも前のページであれば「ゼンページ」でも

よいと思います。 

 



『点訳フォーラム』より ｐ186・189 仕切りの線 

【質問】 

仕切り線の使い方についてお尋ねです。同じ本の中に「写真」「注記」が混在している本なのですが、

注記の仕切り線と写真の仕切り線として２つ仕切り線を使っていいでしょうか？各見出しの最後は仕切

り線の数は決まっていますか？１つだけだとすると、例えば注記の後に、写真がということで１行あけを

すると「写真」が本文の見出しと間違えてしまうので「注記」「写真」が２つあれば、２つの仕切り線を使

っていいのかなと考えます。 

 

 点訳書凡例で写真は各見出しの最後に、キャプションの付いているものだけを書きました。また、掲

載順に番号を付けました。注記は文中注記符の説明は各見出しの最後にまとめて点訳しました。のよう

にことわり、てびき１８６ページのコラム３３を参考に書いて、各見出しの終わりに仕切りの線を引いてい

ます。 

『点訳のてびき』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【回答】 

 仕切りのための線は、「コラム 34」にありますように②の点（無無無無っっっっっっっっっっっっ） 

と②⑤の点（無無無無ーーーーーーーーーーーー）を用いることができます。どう用いてもよいので

すが、たとえば、本文が終わったら、②⑤の点の仕切りのための線を書き、注記を書いて、注記が終わ

れば②の点の線を書いて写真の説明を書くこともできます。順序が逆でも自由です。こうすると、どち

らかが無い場合は、線が一つになるだけですので、気にせずに書くことができます。 

例えば、②⑤の点の下には必ず注記を書き、②の点の下にはかならず写真の説明を書くとしてもい

と思います。そうすると、注記が無い場合は、②の点で写真だけを入れ、写真が無い場合は、②⑤の点

で注記だけを書くこともできます。仕切りのための線は、１行あけより小さい区切りであるという以外、

厳密な規則はありませんので、ある程度自由に工夫することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、②⑤の点の下には必ず注記を書き、②の点の下にはかならず写真説明を書く。 

 

 



『点訳フォーラム』より ｐ40 固有名詞の中の数字 

 【質問】 

固有名詞に使われている数字の扱いについてです。「一の橋」という東京港区にあるとのことです

が、ほかに「二の橋」「三の橋」とあるそうです。点訳している本には「一の橋」しかでてきません。点訳

のてびき第 3 版 Q＆A 第 2 集の Q23 で固有名詞の中に使われている数字は仮名で書くことを原則と

するので「イチノハシ」と書いていいでしょうか？辞書を調べると「一の橋」が一番目につくられたこ

ともかいてあったので、順序の意味があるとして「数１ノハシ」となるでしょうか？ 

 

『点訳のてびき第 3版 Q＆A第 2集』より 

 

 【回答】 

川にかかる橋の順番を示しますので、数字で書いてよいと思います。 

「橋」は２拍でも自立性の高い名詞ですので、区切って書いた方がよいと思います。 

数１ノ■ハシ となります。 

 

一の橋  →  数あの無はし 

  

１．p94 １．その他の固有名詞 

【Q】 

用例で「サッポロ一番」は、数１バンとなっています。固有名詞ですが数字で書く理由をお尋ねします。 

サッポロ一番 → さっほろ無数１濁はん 

【Ａ】 

商品名の由来を見ても、「一番初めに開発され、一番おいしい」など「一番」という数的な順番の意

味合いが強いですし、分かりやすいと思いますので、商品名であっても、数符を使って表した方がよい

と判断しました。 



『点訳フォーラム』より ｐ４４ アルファベットで書かれた文字や略称 

【質問】 

『S.P.Y.株式会社』九条睦月著のを点訳しています。本文に「S.P.Yours 略して S.P.Y（エス・ピー・ワイ）

あるいは SPY（スパイ）と言いまして。」 

 アルファベットで書かれているところの書き方がをお教えください。 

 

・書名の「S.P.Y.」は略称なのでてびき４４ページ備考４と考えて「外大大 SPY」または「外大 S.大 P.大 Y.」

と２つ考えらると思うのですが、書名は「外大大 SPY■カブシキガイシャ」と考えました。 

・「S.P.Yours」はてびき４７ページコラム９の NTT Communications と考えて、「引大 S.大 P.■大 Yours

引」もしくは「引大大SP■大Yours引」２つ考えらると思うのですが、「引大大SP■大Yours引」と考え

ました。 

・「S.P.Y.（エス・ピー・ワイ）」は「外大大 SPY（エスピーワイ）」もしくは「外大 S.大 P.大 Y.（エスピーワイ）」

と２つ考えらると思うのですが、「外大大 SPY（エスピーワイ）」と考えました。 

・あるいは SPY（スパイ）は諜報員という意味の語句と思うので、「引大大 SPY 引■（スパイ）と考えまし

た。 

 

【回答】 

S.P.Y.を外大大 SPY と点訳する前提で書きますと 

S.P.Y. → 、ぱぱｓねむ 

 S.P.Yours → 八ぱぱｓね無ぱむたひちのん 

 S.P.Y（エス・ピー・ワイ） → 、ぱぱｓねむ七えす無ぱひー無わい七 

SPY（スパイ） → 八ぱぱｓねむん無七すぱはい七 

となります。 

 「てびき」p47 コラム９の「NTT Communications」の例では、このような場合は外国語引用符を用

いると説明しています。 

 

 

 



『点訳のてびき』より １１２ページ ５．点訳挿入符 【備考２】 

 

『点訳フォーラム』より 

【Q】 

②③⑤⑥（七）の点が３マス連続（七七七）する状態で用いることができないために回避する方法が示

されていますが、具体的な事例を示していただけないでしょうか。 

【Ａ】 

(胸部)のようにカッコ内に書かれた語に点訳挿入符で「ムネノ■ブ」と説明を補う場合、キョーブの

直後に入れると、点訳挿入符の閉じ記号と第１カッコの閉じ記号が連続します。このようなときは、いっ

たん（キョーブ）と書いてカッコを閉じた後に、一マスあけて点訳挿入符を開きます。このように、一方

の閉じ記号と一方の開き記号が連続する場合は、間をマスあけします。開き記号どうし、閉じ記号どうし

が連続する場合に間をマスあけすることはできませんので、点訳挿入符内の文章表現を工夫するなど

します。たとえば点訳挿入符内に「(1)は～」などと記載する場合、「イカノ■(1)ワ～」とカッコ前に言葉

をつけたり、「～は割合（％）」であることを記載する場合、「～ワ■ワリアイ、■タンイ■外 p」とカッコを

用いずに書いたり、閉じカッコのあとに句点を付けて点訳挿入符を閉じるなど、点訳挿入符の内側に第

1 カッコが接しないように工夫します。 

 

① × （胸部） → 七キョーブ七七ムネノ■ブ七七七 

 ※開き記号どうし、閉じ記号どうしが連続する場合に間をマスあけすることはできません。 

〇 （胸部） → 七キョーブ七無七七ムネノ■ブ七七 

 ※カッコを閉じた後に、一マスあけて点訳挿入符を開きます。 

 

②点訳挿入符内に「(1)は～」などと記載する場合、「イカノ■(1)ワ～」とカッコ前に言葉をつける。 

       （１）は～ → 以下の（１）は～ 

× (1)は～ → 七七七数１七ワ～ 

〇 イカノ■(1)は～ → 七七イカノ無七数１七ワ～ カッコの前に「イカノ」の言葉をつけた 

 

③点訳挿入符内に「～は割合（％）」であることを記載する場合、「～ワ■ワリアイ、■タンイ■外 p」と

カッコを用いずに書いたり、閉じカッコのあとに句点を付けて点訳挿入符を閉じるなど、点訳挿入符の

内側に第 1 カッコが接しないように工夫します。 

   「～は割合（％）」 → 「～は割合、単位％」、「～は割合（％）。」 

× ～は割合（％） → 七七～わ無わりあい七、ね七七七 

〇 ～は割合、単位％ → 七七～わ無わりあい、無たんい無、ね七七 

 ※カッコを用いずに書く 

〇 ～は割合（％）。 → 七七～わ無わりあい七、ね七。無無七七 

 ※閉じカッコの後に句点を付け点訳挿入符を閉じる 



【Q】 

次のような文章で、視線(指線）の部分の点訳ですが、カッコ内に点訳挿入符を使おうと思うと閉じ

カッコとの関係で使えないのですが、このような場合はどうしたらよいのでしょうか。 

本のページの手触りを意識し、視線(指線）で活字を追いながら、紙上ワークショップをお楽しみくださ

い！ 

 

【Ａ】 

このような場合、シセン（シセン）と書いても、同じ読みの繰り返しで、分かりにくいだけですので、 

シセン点挿ミル■セン、■カッコナイニ■ユビノ■セン点挿 

などのように、同じ読みの語がカッコ内に書かれていることを説明するとよいと思います。 

  

 視線(指線） 

 × シセン（シセン） 

 〇 シセン七七ミル■セン、■カッコナイニ■ユビノ■セン七七 

 

【Q】 

点訳挿入符を使い説明するとカッコが続いてしまう時の対処の仕方を教えて下さい。 

家臣たちからは「お館様（お家形様）」と呼ばれ、 

この部分はどの様に点訳すればよいでしょうか？ 

 

【Ａ】 

「お館様（お家形様）」の漢字の違いについて、原本でこの前後に言及されていず、単に２種類の書き

方を示しただけでしたら、「オヤカタサマ」と書くだけで、（～）は無視してもよいと思います。 

もし、漢字で２種類の表現があることを示す必要がある場合は、 

１．「オヤタカサマ((カッコ内に異なる漢字で書いてある））」 

２．「オヤカタサマ((「ヤカタ」は「たて」と、カッコ内に「イエ、カタチ」））」 

などの説明をいれてはいかがでしょうか。 

 

お館様（お家形様） 

・ 原本でこの前後に言及されていず、単に２種類の書き方を示しただけでしたら、オヤカタサマ」と

書くだけで、（～）は無視してもよい 

 

〇 オヤカタサマ 

〇 オヤカタサマ七七カッコナイニ■コトナル■カンジデ■カイテ■アル七七 

〇 オヤカタサマ七七「ヤカタ「ワ■「タテ「ト、■カッコナイニ■「イエ、■カタチ「七七 

 

【質問】「悲しい（哀しい）」と本文にあるのですが、どちらも「かなしい」と読むけど点字でどう書く？ 

 

【回答】 

原本でこの前後に言及されていず、単に２種類の書き方を示しただけでしたら、「カナシイ」と書くだ

けで、（～）は無視してもよいと思います。 

悲しい（哀しい） → カナシイ 



   『点訳フォーラム』より ｐ106～ カッコ類 

【質問】 

 以下の文章のカッコについて質問です。 

１．チーフは僕たちを（僕たちの両親との金銭的取り決めに従って）セントラルパークに連れて行った。 

２．僕たちは季節に（ごく大雑把に）合わせてサッカーか野球をやった。 

３．今朝、あまりの寂しさに、笑い男はひっそり（その足どりは猫のように優雅であった）隠れ家の周りの

うっそうたる森に出かけて行った。 

 

 ※「文章の切れ続きの決まりに従って判断すると、カッコの閉じの後ろに、前から続く助詞や助動詞

あるいは句読点などがあればカッコの前後は文として続いていると判断し注釈的説明と考えカッコは

続ける。カッコで囲まれた文を省いて読んで文脈が続かなくなる場合は挿入と考える。」とベテランの

ボランティアさんに教えてもらったのですが、この考え方で考えると、 

 

挿入は１．２ 

１．チーフは僕たちを■（僕たちの両親との金銭的取り決めに従って）セントラルパークに連れて行った。 

２．僕たちは季節に■（ごく大雑把に）合わせてサッカーか野球をやった。 

 

注釈的説明は３ 

３．笑い男はひっそり（その足どりは猫のように優雅であった）隠れ家の周りのうっそうたる森に出かけ

て行った。 

 

３．はカッコの閉じの後ろに、前から続く助詞や助動詞あるいは句読点などがなく迷ったのですが、カッ

コが前の語「ひっそり」にかかっているということで、注釈説明でつづける。あと、てびき 108 ページの

参考のどちらか迷う場合も多いので、迷った場合は基本的な用法を選び、前の語に続けるように考え

ました。 

 

※「ただ、［参考］には、前を区切って書く場合と 

して、『独語と、前の語句の説明ではなく後ろの 

文脈にかかること』が挙げられています。」 

『点訳フォーラム』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【回答】 

ベテランのボランティアさんの説明も、その通りと思いますし、切れ続きの判断もお考えの通りと思

います。 

３．は、お考えのように前の「ひっそり」の補足説明ですし、カッコの開き閉じの記号を省いて、続けて

読むと文脈が不自然になりますので、説明カッコとの判断になると思います。 

 

『点訳のてびき第４版』10６-108 ページ 

 

 

 

 



カッコ類 てびき 106-108 ページ 

料理も自分で（休み休みですけれど）しましたし、 

 

スーパー（人混みにはまだ無理ですね）に買い物にいったりしてみた。 

 

理学的研究では、一夫一妻制社会では（一夫多妻制社会とは異なり）男性は５１歳以上生きる意がな

いと、かなりピンポイント的な値を算出して結論されているくらいです（やっぱりツライ）。 

 

乳がん、卵巣がん、白血病、肺がん、すい臓がん・・・、等々（やっぱり多い）。 

 

こうした感染症は（他の身体的疾患も）本書の後半で強調している「普通の生活（食を含む）」で（無

意識にも）十分に対応できますから、やっぱり本文を普通に読んでください。 

 

 「すっぱい」という語は、「酢」と「はゆい（くすぐったいようなイライラさせられる様子）」とを組み合

わせてできた言葉である。 

 

 ＵＤ（Universal Design）のように、最近は単語の頭文字を使った省略語が多い。 

 

 外国の街を歩いていると、occupied（満室）、vacant（空き部屋あり）のサインが出ているホテルを見

かけます。 

 

 「しばらくしたら（子供たちが）出かけてしまうので、すぐに呼んできましょうか」と、荷物を抱えた母

に私は言った。 

 

 あのふわふわ浮かんだ雲に手が届くような気がするよ。（中略） 

 

 「自然学者」と呼ばれていた人々（彼らはやがて「智を愛するもの（哲学者）」と呼ばれるようになる）

は、世界全体（宇宙）は一体として完結しており、万物について知ろうとするならまずは人間について

学ばねばならない、と確信するに至った。 

 

 会社での社員採用の際、「即戦力となる人材がほしい」という声を聞くことがある。即戦力となる人

材とは、会社にとって有益な価値の資源をすでに持っている人物であることを意味する。しかしたいて

いは、そのような人物は、（特に新卒では）見つかりにくく、資源を提供できるように「教育」をする場合

が多い。 

 

 私（平凡な妻）が、そんな大冒険をするなんて、彼（夫）には、想像もできないことだったらしい。彼は

（見知らぬ他人がそこにいる）というめで、私をじっと見つめた。 

 

 私は、心の中で（ダメだったか）とつぶやいた。 

 

 こんな姿は見せられない（「見せれない」はラ抜き言葉である）。 

 

 こんなことってあるだろうか。（あるはずがない） 



1 1（解答）カッコは注釈的説明？.BES
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2 2（解答）カッコは注釈的説明？.BES
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3 3（解答）カッコは注釈的説明？.BES
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4 4（解答）カッコは注釈的説明？.BES
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『点訳フォーラム』より 

１１．p114 １．棒線・点線 【処理２】［参考］ 

点線や棒線の後ろに促音が単独で続く場合について、第４版に準拠するとどのようになりますか。 

①「・・・っ」→「・・・■っ」 

②「―っ！？」→「――■っ！？」 

③「っ」→「っ」 

④「・・・っ―」→「・・・■っ■――」 棒線は入れる 

⑤「・・・っー」→「・・・■っ」 長音は入れない 

⑥「・・・って」→「・・・■って」 

「っ・・・」「っ――」と 促音を省略した「・・・」「――」とでは、ニュアンスが違うと思います。確かに発音を

書くことは難しいですが、促音を省略して点線・棒線のみにしてしまうと、「言葉に詰まっている様子」

「微かな舌打ち」「一瞬の間があって沈黙」などのニュアンスが伝わらなくなってしまうと思います。 

点訳者の判断で「っ■・・・」「っ■――」と点訳できないでしょうか。 

 

【Ａ】 

ここは、「てびき」編集委員会でずいぶん検討したところです。そして、促音符だけを書くことは、表

記上書くことができないだけでなく、触読で促音として読み取れないという委員の意見が強く、現在

の参考（p114）の表現になりました。ですから、補う場合は点訳挿入符で補ってください。 

４版に準拠すれば、①～⑤は促音符を用いないで書きます。⑥は、上の書き方の通りです。 

 

『点訳のてびき 114 ページ』より 

 

    

 

 

 

 

   

   

 



『点訳フォーラム』より  

【質問】 

次の文の中の「そうだ」について質問です。 

 女性たちがよくどんな目にあっているかを考えればなおさらそうだ。台所とリビングをあわただしく

行き来して・・・ 

 

 「そうだ」を助動詞と考えて前の語と続けて「ナオサラソーダ。」と、「そうだ」を副詞「そう」と考え

て、「ナオサラ■ソーダ。」２つの意見が出ています。 

 「そう」を副詞と考え「ナオサラ■ソーダ。」でいいのではないかと考えますがいかがでしょうか？ 

 

【回答】 てびき 60 ページ  「こ・そ・あ・ど」など 

なおさら無そー濁た 

ナオサラ■ソーダ 

となります。 

「なおさら」は副詞ですので、独立して働きます。「なおさらだ」のような助動詞は付きますが、うしろ

に、伝聞や推定の助動詞は付かないと思います。 

辞書によると、助動詞の「そうだ」は、動詞、形容詞、形容動詞やほとんどの助動詞に付きますが、副

詞に付くという働きはありません。 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『点訳フォーラム』より 

【質問】 

時代物の小説を点訳しております。その本の中にルビがあります。 このルビの処理のやり方で意見

が分かれています。 

 

①漢字の読みがわかるものは 

てびき 192 ページ（３）ルビが言葉の説明などを示していると考え、 

・帳幕
カーテン

 → チョーバク（カーテン） 

・首座
ト ッ プ

 →  シュザ（トップ）  

・酌取女
ホ ス テ ス

 → シャクトリ■オンナ（ホステス） 

チョーバク・シュザ・シャクトリ■オンナと元の漢字の読みを書きルビをカッコで囲んで「カーテン・トッ

プ・ホステス」と書き、２回目以降は漢字の読みの方「チョーバク・シュザ・シャクトリ■オンナ」を書く。 

もう一つの考えは、２回目以降は外来語である「カーテン・トップ・ホステス」のみルビを書く。 

 

②漢字が当て字になっている？ 

以下の文章です。 

ようやく、床上之歓
セ ッ ク ス

にに目覚めたあれに、教えてやってくれぬか。旅の護身の剣を教えるのならば、わし

にもできる。だが、巫山霊雨
セ ッ ク ス

に（のてどどきとなると、わしのように無骨な男の手には負えぬ。どうかな、

萬の兄い。養亀
セックス

の愉悦を深めてやってくれ。 

 

巫山霊雨の読み方を調べると四字熟語で 「ブザン■ウンウ」と読みがあるのですが、「床上之歓」、

「養亀」は当て字だろうと思いますが？ 

 

 フォーラムの Q&A を見ていると当て字が頻繁に出てくるようであれば、点訳書凡例を用いてもいて

はどうですかという回答を見つけました。  

 この本の場合は、①②にあるものは、点訳書凡例を用いて書き記した方がいいのでしょうか。 

 

漢字が当て字になっている（床上之歓・養亀）のを、点訳書凡例に上げて、漢字の読みがわかるもの

（帳幕・首座・巫山霊雨・酌取女）は凡例には上げず、192 ページ（３）ルビが言葉の説明として、文中に書

いてもいいでしょうか？ 

 

 当て字が頻繁にでてこないようであれば、点訳挿入符をつかって書いたらどうかなと考えてみまし

た。 

セックス点挿カンジ４ジデ■トコ■ウエノ■カンキノ■カン点挿ニ■ 

セックス点挿カンジ２ジデ■ヨーイクノ■ヨーニ■カメ点挿ノ 

 

 点訳挿入符を頻繁につかうと読みづらいとは思うのですが・・・、それと、時代物なので「セックス」と

いう外来語は使うのは違和感があるのですが、ここの部分では外来語を使用するのは仕方がないの

かなとあれこれ考えます・・・。 

 

 



 

【回答】 

原本は全体が時代物の会話や言葉使いで書かれていて、ルビは現代ではその表現では理解しにく

い箇所に書かれているようですので、すべて本文の漢字仮名交じりの表現を主にし、ルビは後ろに第１

カッコで囲んで書き、次回からは、漢字仮名交じりの方の表現で書く方が、原本全体の雰囲気に合って

いると思います。 

「床上の歓」は「しょうじょうのかん」（同様の用い方で「桑中の歓そうちゅうのかん」という言葉があ

るようなので） 

に「養亀」は「ようき」と読んでよいと思います。亀を養うことを「ようき」という言葉があるようです。 

ルビがありますので、これらの当て字に点訳挿入符での説明はいらないと思います。 

  

  （１回目）               （２回目以降） 

・帳幕
カーテン

 

チョーバク（カーテン）            チョーバク 

拗とー濁はく七かーてん七         拗とー濁はく 

・首座
ト ッ プ

 

シュザ（トップ）               シュザ 

拗す濁さ七とっぱふ七          拗す濁さ 

・酌取女
ホ ス テ ス

 

 シャクトリ■オンナ（ホステス）       シャクトリ■オンナ 

 拗さくとり無おんな七ほすてす七    拗さくとり無おんな 
 

・巫山霊雨
セ ッ ク ス

 
ブザン■ウンウ（セックス）          ブザン■ウンウ 

濁ふ濁さん無うんう七せっくす七     濁ふ濁さん無うんう 

・床上之歓
セ ッ ク ス

 

ショージョーノ■カン（セックス）        ショージョーノ■カン 

拗そーじそーの無かん七せっくす七    拗そーじそーの無かん 

・養亀
セックス

 

ヨーキ（セックス）              ヨーキ 

よーき七せっくす七           よーき 

『点訳のてびき 192 ページ（３）』より 

 

 

 

 

 



【質問】 セブンマイルブリッジのマスアケは？ 

（点訳フォーラムより） 

30．p39 ３．数字を外国語読みする場合 

原本「ベストテン」と仮名で書かれている場合、「テン」はカナで書かなければならないのでしょうか。

「ベスト■10」と数符を使って点訳すると間違いでしょうか。１タイトル中で統一されていればよいので

しょうか。 

 

【Ａ】 

原本に「ベストテン」と仮名で書いてあれば、外来語扱いになり、仮名で書くのが原則になります。 

何か特別の理由があれば別ですが、原本通りに書くのがよいと思います。 

もし、点訳で「ベスト■数１０」とされている場合、校正では原則通り原文表記に従って「ベストテン」の表

記に直してよい例に当たると思います。「てびき」p39 の用例は、墨字が「ベスト 10」の場合であること

を確認いただくことになると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

てびき３３ページ 

 

 

 

 

てびき３９ページ 

 

てびき７１ページ 

 

【回答】 

セブンブリッジは 外来語扱いになり、仮名で書くのが原則 

せ濁ふん無まいる無濁ふりっ濁し 



31．p200 ４．目次 

見出しに点訳挿入符で説明が必要となったものがあり、見出しの次行３マス目から点訳挿入符を入

れました。その場合、目次はどのように書くのがよいのでしょうか。 

 

【Ａ】 

目次には、５マス目、あるいは７マス目、９マス目から書いた見出しだけを入れます。点訳挿入符の部

分は目次には入れません。 

（目次） 

〇 

 

 

（本文） 

 

 

 

× 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

78．p111 ５．点訳挿入符 

見出しに、漢字を説明する点訳挿入符を添えてもよいですか。 

 

【Ａ】 

見出しは目次にも掲載しますし、見出しに点訳挿入符で囲んだ説明があると長くなり煩雑になりま

す。見出しのイメージも変わってしまうと思いますので、できるだけ点挿は入れない方がよいと思いま

す。本文を読めば分かる場合は、必要ありませんし、どうしても必要な場合も、見出しが終わった後に

行を替えて点挿を入れるなどの工夫をしたらどうでしょうか。 



   

「e」についている「‘」は、てびき 130 ページの発音記号符の第一ストレスアクセントではない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発音記号符はそのまま外国語引用符の中で用いることはできない。 

×⠦⠠⠊⠝⠙⠊⠧⠊⠙⠥▯⠑▯⠉⠕⠍⠍⠥⠤⠝⠁⠥⠞⠸⠑▯⠉⠓⠑⠵▯⠠⠎⠏⠊⠝⠕⠵⠁⠴ 

 

アレクサンドル・マトゥロンは、フランスの哲学者。この言語はフランス語と考えると、てびき 138 ページ 

（７）に当てはまるので 

〇⠦⠠⠊⠝⠙⠊⠧⠊⠙⠥▯⠑▯⠉⠕⠍⠍⠥⠤⠝⠁⠥⠞⠈⠑▯⠉⠓⠑⠵▯⠠⠎⠏⠊⠝⠕⠵⠁⠴ 

 

 

 

 

 

てびき 240 ページ 



イラストの説明？ 

 『防災のことを考えてみませんか』東京都心身障害者福祉センター作成より 

 製作日本点字図書館 

 

イラスト１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト２ 
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    『点訳フォーラム』より 

 【質問１】 

『紫式部と藤原道長』（倉本一宏著）の中に位や役職名が数多く出てきます。 

①備中権守、②右兵衛権佐、③右衛門権佐、④太宰権帥、⑤令外官、⑥近衛将、⑦越後弁の切れ続きを

教えてください。 

語例集に「権の守」「右衛門佐」「太宰の■権の■帥」「令外官 リョーゲノ■カン」「越後弁殿」などの

語例はありますが、「権、守、佐、帥、官、将、弁」は同じ漢字 1 文字です。違いをどのように考えればいい

のでしょうか。 

 

 【質問２】 

「大納言の君、宰相の君、宣旨の君、中将の君」は点訳フォーラムの Q＆A の解説の通り、「ダイナゴン

ノ■キミ、サイショーノ■キミ、センジノ■キミ、チュージョーノ■キミ」に君のまえで区切って書いてい

いでしょうか？大納言・宰相・宣旨は人名ではないのですが。 

 

【回答１】 

平安時代の役人の官位（四等官）は、かみ（頭、督、守）、すけ（助、佐、介）、じょう（允、尉、掾）、さかん（属、

志、目）で表しますので、一般に官位としては前を区切って書いてよいと思いますが、ただ、役職名と合

わせて略して呼ばれることも多く、規則として表すのは、むずかしいところです。 

 

①備中権守、②右兵衛権佐、③右衛門権佐、④太宰権帥の「権」は臨時の官職で「仮に置かれた」とい

うような意味ですので、ゴンノカミ、ゴンノスケと続けて書いてよいと思います。②右兵衛権佐は右兵

衛府という役所の権佐、③右衛門権佐は、右衛門府という役所の権佐ということになります。④「太宰

権帥」は、帥（そつ、そち）が太宰府だけの長官名で、太宰府の臨時の長官という意味ですので、ダザイ

ノ■ゴンノ■ソツとなります。 

⑤令外官は、正式に定められた以外の官職すべてをまとめてあらわし、具体的な官位・官職を示してい

るわけではありません。大宝令、養老令の外の官職・役所のことですので、リョーゲノ■カンとなります。 

⑥近衛将は、近衛府の将(大将か中将）ですので、コノエノ■ショーとなります。 

⑦越後弁は、大弐三位(紫式部の娘）を指す通称ですので、続けて書きます。「弁」は、近衛府の事務を

司る役所・事務官をさしますので「頭の弁」などは続けて書いてよい 

と思います。 

ご質問の文のなかで、１箇所、ウエモンノ■ゴンノ■スケとなっていましたが、ゴン 

ノスケです。語例集の右衛門佐（うえもんのすけ）は、右衛門佐局といわれた大奥の 

女中を指し、官位官職とは直接関係ありません。 

そのほかは書かれていたマスあけでよいと思います。 

①備中権守→「ビッチューノ■ゴンノカミ」 

 ②右兵衛権佐→ 「ウヒョーエノ■ゴンノスケ」 

 ③右衛門権佐→ 「ウエモンノ■ゴンノスケ」 

 ④太宰権帥→ 「ダザイノ■ゴンノ■ソツ」 

 ⑤令外官→「リョーゲノ■カン」 

 ⑥近衛将 → 「コノエノショー」 

 ⑦越後弁→「エチゴノベン」 

 



【回答２】 

「君（きみ）」に関しては、Ｑ＆Ａの通りで、「ダイナゴンノ■キミ、サイショーノ 

■キミ、センジノ■キミ、チュージョーノ■キミ」と書いてよいと思います。 

大納言の君→「ダイナゴンノ■キミ」 

宰相の君→「サイショーノ■キミ」 

宣旨の君、→「センジノ■キミ」 

中将の君→「チュージョーノ■キミ」 

 

― 参考：『点訳フォーラム』より － 

８．p88 ２．敬称・官位など 

源氏物語をテーマにした読み物で、紫式部・越後弁・中将の君・小式部・明石の上などが登場します。

これらに「さん、様」が付いたときの切れ続きはどうなりますか。 

「紫の上」は「ムラサキノウエ」と続けてありますが、「紫の君」・「若紫の君」は「紫の上」と同じ考え

でよろしいでしょうか。そして、「明石の君」との違いはどのように考えたらよいでしょうか。 

 

【Ａ】 

ムラサキ■シキブ、エチゴノベン、チュージョーノ■キミ、コシキブ、アカシノウエとなり、式部、弁、君、

上などは、立場や役職などを示す普通名詞になりますので、「さん、様、」などは続けて書きます。「てび

き」ｐ90【備考１】に当てはまります。 

越後弁殿（エチゴノベンドノ）、明石の君（アカシノ■キミ）、葵の上（アオイノウエ）などが、「点訳フォ

ーラム」の「点字表記の語例」にありますので、参考になさってください。 

「君（きみ）」、「上（うえ）」は、どちらも敬意を込めた言い方ですが、この場合は、語としての自立性

が異なります。「君」は、人名や役職名に付く尊敬語で、具体的な意味を持つ名詞ですので、「君」の前

で区切って書きます。「上」「方」などは、方向を示す言葉を用いて間接的に「夫人」「奥方」を示す使い

方です。この場合の「上」「方」は接尾語的で、「～の上」「～方」までを含めて１語になっていますので、

助詞の「の」も含めて一続きに書きます。 



海苔漁師、海苔せんべい、海苔料理、高級海苔、海苔漁船、海苔養殖場のマスアケは？ 

【質問】  『点訳フォーラム』より 

 ２．p66 コラム 17 

①「自立性が強い」とはどのような語をいうのでしょうか。それは辞典とかで分かりますか。 

②「語例集」の空港横、屋敷跡などの備考欄に「複合名詞とは言えない」とありますが、これらは名詞

＋名詞なので複合名詞だと思うのですが、「言えない」というのは何故ですか。 

 

【回答】 

① 「点訳のてびき」第３章は、墨字の漢字仮名交じり文にはない点字独自の「分かち書き」「切れ続

き」について述べているところですので、日本語の文法用語も用いられていますが、独自の用語も多

く用いられています。 

「自立した意味のまとまり」「自立性が強い」などは、点字独自の用語となります。「自立する」とは、分

かち書き・切れ続きを考えたときに、それだけで区切って書くことができることを意味します。「自立性

が強い」も区切って書いた方がよいという意味になります。 

②「複合名詞」は､日本語文法の用語です。「てびき」ｐ66「コラム 17」にもキーワードの説明があります

が、「複合語」は、「単独で用いることができる語が二つ以上組み合わされて新たに一語としての意味・

機能を持つようになった語」です。例えば「水草」といえば、「水」だけの意味でも「草」だけの意味でも

無い、「水中に生える草や藻」というあらたな意味を表します。それに比べて「水自体」は、単に、「水、

それ自体」を表しており、水以上の新たな意味はありません。このように、名詞と名詞が並んでいれば

必ず複合名詞を作るとは限りません。「空港税」は「空港」だけでも「税」だけでもない、「出国時空港で

徴収される税金」という新たな意味を持ちますが、「空港横」は「空港の横」以外の意味はありません。

このような語を「複合名詞とは言えない」と表現しています。 

『てびき』69 頁 

  

 

 

 

 

 

のり無拗ろーし無無のりせん濁へい無無のり拗ろーり無無こー拗くー無のり無無のり無ぎこせん

のり無よー拗そくーぎそー 



『点訳フォーラム』より 

【質問】 

 読みと分かち書きがわからないものが３つあります。 

１．舞台名の『２３階の笑い』の「階」のことです。 

階が「カイ」か「ガイ」と読むのか迷っています。三谷幸喜本人はユーチューブ動画の宣伝で「２３カイ

ノ■ワライ」と言っています。NHK 日本語発音アクセント辞典の助数詞では「23 サンガイ」と「ガイ」にな

っています。作者本人が言うように「２３カイノ■ワライ」と濁らない方がいいのでしょうか？ 

２． テレビの番組名「アイ・アイゲーム」の分かち書きです。 

てびきの 102 ページ（２）②で「アイ■アイ」と思うのですが、そのあとの「アイゲーム」はてびき７１ペ

ージ外来語（１）で「アイゲーム」とつなげると考えると、「アイ■アイゲーム」？ 

３．「格調高い」を、「カクチョー■タカイ」か「カクチョー■ダカイ」？        読み 

ニジューサンガイ 

【回答】 

１． 「数２３ガイノ■ワライ」と書くのがよいと思います。 

ご本人の発言の中での自由な発音より、助数詞の読み方にしたがって書いた方が意味を理解しや

すいと思います。 →  数２３濁かいの無わらい 

 

２．アイアイ■ゲームとなります。アイ・アイは語句の区切りの中点ですので省略して、複合語の中の繰り

返しですので続けて書いてよいと思います。 『点訳のてびき』103 ページ より 

 

 

 

 

 

 『点訳のてびき』83 ページより 

 

 

 

 

 

 

 →  あ２あ２無濁けーむ 

 

３．「高い」は「計算高い」「勘定高い」など連濁する場合も、「悪名高い」「誇り高い」など連濁しない例

もあり、「格調高い」も「カクチョー■タカイ」「カクチョーダカイ」どちらも考えられますが、どちらとも

考えられる場合は、点字では、それぞれの意味がわかりやすいので、連濁しない方を選ぶことをお勧

めします。 →  かく拗ちー無たかい          『点訳ナビゲーター』より 

 

 

 

 



『点訳問題集 ２ 改訂版』練習３より  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『点訳フォーラム』より 

７．p166 ２．短歌・俳句・川柳など 

文中に短歌や俳句を引用する場合、原文に行あけがなくても本文との間を行あけしたほうがよいの

でしょうか？ 書き出し位置は下げた方がよいのでしょうか？ 

 

【Ａ】 

句集や歌集では３マス目から書きますが、文中に引用されている場合は５マス目から書くことも多く、

この場合も前後を行あけしたほうがよいと思います。３マス目から書き出す場合は、必ず前後の行あけ

が必要です。活字書では行あけがなくても短歌や俳句が挿入されていることが一見して分かりやす

いのですが、点字では分かりにくいので、このような配慮が必要です。 

 

８．p166 ２．短歌・俳句・川柳など 

短歌や俳句のマスあけについて、５・７・５・７・７ の区切り目はすべて一マスあけとなるのでしょうか。 

文中に文の終わりと解釈できる箇所（倒置法での表現と思える場合などですが）があっても２マスあけ

ることはないと理解すればいいのでしょうか。 

詩の場合、１行中に文の終わりがある時 （句点はない）は２マスあけていたのですが、短歌や俳句も同

様の扱いと理解していました。短歌や俳句と詩の扱いは違うということでしょうか。短歌・俳句・川柳・冠

句は短詩形ゆえに文の終わりと解釈できても２マスあける必要性がないと考えるのでしょうか。 基本

とする考え方をご教示ください。 

 

【Ａ】 

詩・短歌・俳句の書き方を示している第５章その３では、書き始めの位置や行替えについて提示して

いるだけですので、マスあけについては、第３章、第５章の「その１」のルールに準じて書くことになりま

す。 

その意味では、短歌や俳句だから、二マスあけは絶対にないとは言い切れません。 

しかし、現在は、点字で読点を使用しなかった時代とは異なり、提示された主題の後ろ、倒置法の区切り

目、感動や呼びかけを表す独立語の後ろなどでは二マスあけをしていませんので、俳句や短歌のなか

で二マスあけを考えることはほとんどないと思います。「てびき」の例のなかでも例１、例２、例４、例５、

例６などは、主題の提示や倒置法などと考えると二マスあけかどうか悩んでしまいます。 

加えて、短歌や俳句はとくに韻律が重視されますので、二マスあけを入れることで流れが止まる感じ

になることを避ける意味合いもあるように思います。 

破調の句や歌で明らかに二つの文からできている場合などを除き、俳句や短歌では基本的に一マスあ

けと考えてよいのではないでしょうか。 

 

 



『点訳フォーラム』より 

21．p155 ２．見出しの段階を示す文字や数字 

見出しが＜～＞で囲まれて書かれています。見出しの＜～＞をはずして点訳するというような説明を

見た記憶があります。原本に＜～＞を使って書かれているならば原本通り点訳してよいでしょうか。ま

た、この時は第２カギでいいでしょうか。 

１．＜基本的な問い方＞ 

・言葉の意味を明確にする 

〇〇とは何か？ 

２．どんな疑問がありうるか、例を出しておこう。 

＜子供＞ 

どうして好き嫌いしちゃダメなの？学校に行きたくない時～ (以下略） 

<中高生・大学生> 

将来なにしたらいい？なんで働かなきゃいけないの？～（以下略） 

＜社会人＞ 

どうして～（以下略） 

１．は５マス目からの見出しです。また、２．はそれよりも小さい扱いになっています。 

 

【Ａ】 

原文で、視覚的な強調の意味で見出しが囲み記号などで囲んであった場合、点訳では行頭のマスあ

けで見出しであることが分かるので、一般的に省略して書くことをお勧めしています。このＱ＆Ａでも、

見出しが【～】で囲まれている例を示しています。 

ですから、１．は、＜～＞を省略して書いてよいと思います。 

２．の例ですが、＜～＞で囲んであっても、すぐに、第２カギを用いるとは考えずに、５マス目からの見出

しの下の見出しですので、第１小見出し符を用いることも考えられると思います。 

第２カギを用いて間違いであると強くいうことはできませんが、小さい見出しにカギ類を用いること

は、あまりしませんし、かといって､【備考】などとは性質が異なるので、この場合はカッコ類も適当では

ないと思います。第１小見出し符がよいのではないかと考えます。 

『点訳のてびき』より  【備考】 → 小さな見出しを囲むカッコの例になります。 

 

 



1 1見出しが〈～〉で囲まれている.BESX

                           \!

  \!R P$CNT?C% >#A5@&b

  J>0E. #W4 _#AI' Y9b

  0U0U >$ %'ABb

  \#R 0>T% 0C^T0A !3)9AP ;#4 

05S? *J2Rb

  P$J0>^@&b

  0>2S? YCC1# S(5 05_%.B  0A"J2' 

#C5I %# >C """ V#A (1IVb

  P$(=2J2[#0 05#0AI[#@&b

  (Z21# %' S51 ##B  %T0? E51A%(A 

#K%#.B  """ V#A (1IVb

  P$(QA#0ST@&b

  0>2S? """ V#A (1IVc



2 2見出しが〈～〉で囲まれている.BESX

                           \#

    \!R CNT?C% >#A5b

  J>0E. #W4 _#AI' Y9b

  0U0U >$ %'ABb

    \#R 0>T% 0C^T0A !3)9AP ;#4b

      05S? *J2Rb

  J0>^@D 0>2S? YCC1# S(5 05_%.B  

0A"J2' #C5I %# >C """ V#A (1IVb

  (=2J2[#0 05#0AI[#@D (Z21# %' 

S51 ##B  %T0? E51A%(A #K%#.B  

""" V#A (1IVb

  (QA#0ST@D 0>2S? """ V#A (1IVb



47．p158 ５．書き流しの見出し 

小見出し符の使い方についての質問です。 

５マス目からの見出しの中に、番号がふってなくて、注意事項が箇条になっているところがあります。 

 

短期断水の場合 

節水で対応 

節水しての洗面・・・ 

代用品での対応 

紙皿、ウエットティッシュ、・・・ 

断水エリア外へ移動 

 

「節水で対応」「代替品での対応」「断水エリア外へ移動」に小見出し符を使ったのですが、「断水エリア

へ移動」は、小見出し符の後に何もないのですが、そのままでいいのでしょうか。 

 

【Ａ】 

小見出し符は、見出しに付けるものですから、小見出し符で終わりと言うことはありません。 

この場合は、何か工夫しなければなりません。 

例えば、小見出し符の後の文が、全て１文であったり、１段落の短い内容でしたら、小見出し符を使わな

いで、棒線を用いる方法もあります。 

■■■■短期断水の場合 

■■節水で対応■ーー■節水しての洗面・・・ 

■■代用品での対応■ーー■紙皿、ウエットティッシュ、・・・ 

■■断水エリア外へ移動 

 

または、項目が少ない場合は項目に星印を付ける、または、項目が多い場合は、断わって番号を付け

ることも考えられます。そうすると最後の項目に小見出し符を付けなくても同格の項目であることが

分かります。 

■■■■短期断水の場合 

■■をを■節水で対応ぱ「■節水しての洗面・・・ 

■■をを■代用品での対応ぱ「■紙皿、ウエットティッシュ、・・・ 

■■をを■断水エリア外へ移動 

または、 

■■■■短期断水の場合 

七七ゲンブンニワ■ナイガ■バンゴーヲ■フシタ七七 

■■ａ．■節水で対応ぱ「■節水しての洗面・・・ 

■■ｂ．■代用品での対応ぱ「■紙皿、ウエットティッシュ、・・・ 

■■ｃ．■断水エリア外へ移動 

番号は、ａ．ｂ．ｃ．でもア．イ．ウ．でも構いません。 

 



【質問】ギリシャ文字どう処理する？ 『てびき 239 ページ』より 

βブロッカー 

【回答】 

 、拗い無濁ふろっかー 

 

『点訳フォーラム』より 

【新規】p239 ７ 数学記号・外国文字 ２．ギリシャ文字 

一般書にギリシャ文字を含む次のような語が何度も出てきます。 

ＣＣＲ５－Δ３２遺伝子 

（Δはギリシャ文字のデルタ、この本では、ギリシャ文字が使われているのは、この語のみです） 

外大大ＣＣＲ数５③⑥外④⑥ル数３２■イデンシ 

でよいでしょうか。それともΔは、なじみの薄いギリシャ文字と考えて、仮名で書くか読みを補ったほう

がよいでしょうか。なじみのあるギリシャ文字の判断がよくわかりません。何度も出てくるので、初出に

のみ「デルタ」の読みを補うのは、どうでしょうか。もし、読みを補うとしたら、カッコ・点挿どちらを使う

か、またどの部分に入れたらよいでしょうか。 

 

【Ａ】 

ＣＣＲ５－Δ３２は、外大大ＣＣＲ数５③⑥外④⑥ル数３２■イデンシ 

と書いてよいと思います。 

初出の時に、イデンシの後に点訳挿入符で囲み、 

外④⑥ル■ワ■デルタ 

などのように断ってはどうでしょうか。 

アルファ、ベータ、ガンマはなじみのあるギリシャ文字で異論はないと思いますが、本の内容によって

は、デルタ、ミュー、パイなどもその中に入れてもよいと思います。ですが、読みを補っておけば親切だ

と思います。 

 

 ※ギリシャ文字には外字符（、）を前置します。2 字以上続く場合も、外字符は最初の一つに付けま

す。小文字と大文字はそれぞれ形の異なる二マス記号なので、大文字に大文字符は付けません。 

 ここで示したギリシャ文字は数式や単位中に用いることはできますが、外国語引用符の中で用いる

ことは出来ません。 

 

 初出の時に、ＣＣＲ５－Δ３２遺伝子点挿外④⑥ル■ワ■デルタ点挿 

、ぱぱううち数ら」 、斜る数うい無い濁てんし七七、斜る無わ無濁てるた七七 



『点訳通信 58 号』（日本ライトハウスより） 

グラフ 2-3 10 万人あたりの骨折件数 （点訳例 ２種類） 

 

(1) グラフから読み取った概数であることを明記する。 

(2) 点訳例１は略称を書き流しにしている。点訳例２は、原本が折れ線グラフであることを書き（これは

教科書等の点訳の場合）、略称を１行に１つずつ書いている。 

(3) このグラフから数値を正確に読み取るのはかなり困難。このような場合、グラフから読み取れる

傾向を簡単に文章で説明しても良いし、あるいは、本文に同じような説明がある場合には、省略しても

良い。 

＊文章による説明の例 

グラフ 2-3 10 万人当たりの骨折件数 

年齢とともに、「脊椎骨骨折」「手首の骨の骨折」「大腿骨頸部骨折」の件数がどのように変化するかを

表わしたグラフ。 

いずれも年齢とともに増加傾向にある。 

「脊椎骨骨折」は 60 歳以降とくに急激に増加（70 歳で２千件くらい）。「手首の骨の骨折」は 50 歳以降

500～700 件くらい。「大腿骨頸部骨折」は 75 歳以降とくに急激に増加（80 歳で２千件くらい）。 
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【音訳見本例】 

XＸページ図６．１現代社会の社会福祉の諸問題 

説明 

直角に交わるたて軸とよこ軸によって４つの領域ができます。 

たて軸の方がやや長く、上のはしに「社会的排除や摩擦」と書かれています。 

下のはしに「社会的孤立や孤独（個別的沈殿）」とあります。 

たて軸を上下２：３にわける位の位置によこ軸。よこ軸は右のはしに「貧困」、左のはしに「心身の障害・不安」と

あります。よこ軸は右の部分「貧困」の方が少し長くなっています。 

この座標軸によってできる４つの領域の中に、よこ長のだ円ワクが６つ、よこ長の長方形のワクが５つおかれ

ています。ワクの中に様々な問題が言葉で書かれています。 

たて軸にそって上から読んでいきます。たて軸上方「社会的排除や摩擦」のすぐ下にタテに並ぶ３つの楕円。3

つとも「貧困」の方に大きく張り出していますが、たて軸をまたいで左の領域「心身の障害・不安」にも、少しかか

っています。上から１つ目「路上死」、２つ目「ホームレス問題」、３つ目「外国人・残留孤児等の問題」です。 

たて軸を下におり、よこ軸近くに２つの長方形のワク。２つのワクとも、たて軸をまたいで左の領域に半分以上

かかっています。上のワクが「カード破産等の問題厶下のワクが「アルコール依存等の問題」です。 

よこ軸をこえて下へ。すぐ下に長方形のワク。右の領域、貧困の方に大きく張り出していますが、ほんの少した

て軸をまたいで、左領域にかかっています。「中高年リストラによる生活問題」とあります。 

同じくよこ軸のすぐ下、よこ軸左はし近くに長方形フクで「社会的ストレス問題」。たて軸を少し下へさがり、たて

軸をまたぐ形で大きめの長方形ワク。「若年層の不安定問題、フリーター、低所得、出産育児」とあります。さらに

たて軸を少しさがり、右の領域のたて軸から離れた所に大きいだ円ワク。「低所得者問題 特に単身高齢世帯」

と書かれています。 

たて軸にもどり、下の端近くに２つの楕円ワク。２つのワクとも、･左の領域「心身の障害・不安」の方に大きく張

り出していますが、たて軸をまたいで右の領域「貧困」にも少しかかっています。上のフクに「虐待・暴力」。下のワ

クに「孤独死・自殺」となっています。 

説明おわり。 



【Q】 

 https://www.＊＊＊＊  どのように書くの？ 

【A】 

 一度アドレス囲み符号を閉じて、一マスあけて点線をかく 

 ぱ八りととねの濁っややそそそ。ぱん無っっっ 

 

また、URL の後半が省略されていることが伝わりにくいと思われる場合は、 

ぱ八りととねの濁っややそそそ。ぱん無七七ア濁とれすの無つ濁つきわ無拗そー拗らく七七 

 

『点訳掲示板』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『点訳のてびき 第 3版 Q&A 第 2集』より 

 

 

https://www.＊＊＊＊


 『点訳フォーラム』より回答 

【質問】 

小説特『刀剣乱舞－花丸－』 月ノ巻 猫田幸著の中に「行く先」という語

3か所でてきます。校正で「行く先」は「ユクサキ」と点字フォーラム語例集と

あり、①～③は「ユクサキ」と校正があがってきました。どのように考えればよ

いでしょうか。①は「イク■サキ」と考えられないでしょうか。「行く■先々」の

ように「行く」が動詞として働いている場合は「イク■サキ」とはならないでし

ょうか。 

① そんな一匹と一振りの行く先に、甘酒を片手に酔っ払っている不動行光が

いた。 

② 滑車の取っ手に手をかけ、自身の行く先を鋭い眼光でとらえる。「いく

ぞ！」言葉と同時に走り出した・・・ 

③ つり橋の行く先にある洞窟から出てきた一期一振だ。 

 

【回答】   ①②③「ユクサキ」 

この①～③ともに「行き先、目的地、目当ての場所」と言い換えても不自然

ではないので、続けて書く方がよいと思います。「行く先」は元々「行く」とい

う動詞と「先」という名詞からできている複合語ですので、動詞「行く」の意味も内包しているため、

「行く」の意味が強いかどうか、という考え方で判断しようとすると人によって捉え方にばらつきが出

ると思います。またご意見として、不動が立っている方へ向かっていったわけでなく、走っていったら

不動がいたという内容なので、目的地の意味に合わないとありますが、目的地にたまたまその人がい

たというだけですので、「行く先」の解釈に不都合を生じる理由にはならないと思います。「行く先」の

ような語の解釈を広げていくと、点訳に揺れが生じたり、人によって判断が異なったりしてきます。点

訳フォーラムとしては、ご質問の場合は、すべて「ユクサキ」と続けた方がよいとお答えします。 

 

『指導者ハンドブック 第 2章』より 

  「行く」は「いく」？「ゆく」？ 

 「学校に行く」は「いく」でしょうか？「ゆく」でしょうか？ 

 また問題用例にある「行き交う」は「いきかう」でしょうか？「ゆきかう］でしょうか？ 

 『点訳のてびき入門編』（昭和 56年３月 20日初版第１刷発行）には、〈「行く」は口語では「イク」と書

く。ただし複合語で「ユク」と発音する場合は「ユク」と書き表す〉とあり、「行く末」（ユクスエ）「先行き」

（サキユキ）の例がありました。第２版、第３版には、この表現はありませんが、基本的な姿勢は変わって

いません。 

 辞典類を見ると、昔は「ゆく」の方がより標準的と考えられていたようですが、現在では、小学校の

国語教科書などを見ても「いく」の方が多く用いられています。また、「いく」の連用形が「て」「た」「た

り」に続く場合、「いっ（て・た・たり）」という促音便の形が使われますが、「ゆく」の方には、「ゆっ（て・た・

たり）」という言い方はありません。 

 このように「ゆく」の用法が限られているという点でも、現代の口語としては「いく」の方が基準とな

っています。「春の小川」の歌詞も、以前は「はるのおがわは、さらさらゆくよ」と歌われていましたが、

現在の教科書では「さらさらいくよ」となっているようです。 

 ただし、次のような語は常に「ゆく」が使われ、「いく」とは読まれませんので注意しましょう。国語辞

典を見ても、「ゆく」が本来の読み方であることが分かります。 



  行き交う  行きがた知れず（ユキガタ■シレズ）  行き暮れる  行きずり（の人） 

  行きつ戻りつ（ユキツ■モドリツ）  行き悩み  行き場（がない）  行きまどう 

  行きまよう  行く秋（ユク■アキ）  行くえ（不明）  行く先々  行く末 

  行く手  行く年（返る年）（ユク■トシ）  行く春（ユク■ハル）   行く行く 

 このように、問題の「行き交う」は「ゆきかう」と読むことが分かります。 

               〈参考〉 『言葉に関する問答集 総集編』（文化庁 2005 年１月） 

45．p14 ３．調査   『点訳フォーラム』より 

「行き場」「行く先々」の読みについて 

「てびき３版 指導者ハンドブック 第２章編」p10 に《次のような語は常に「ゆく」が使われ、「いく」とは

読まれませんので注意しましょう。国語辞典を見ても、「ゆく」が本来の読み方である》とあり、その中

に「行き場（がない）」があります。点訳フォーラムの語例で調べると、「イキバガ■ナイ」となっていて

注記として「ユキバとも」とあります。ハンドブックとの違いはなぜでしょうか。「イキバ」と読んでいい

としても、なぜ「ユキバ」の方が注記になるのでしょうか。 

「行く先々」もなぜ「イク」も可になっているのでしょうか。 

 

 

【Ａ】 

語例集の場合は「話の持って行き場がない」ですので、「持って行く」に「場」が付いた形です。この

場合の「行き」は補助動詞ですので、単独の「行き場」と異なり、「いき」と発音することも多いと思いま

す。そのために「読み」を「いきば」とし、注記に「ゆきば」を付けました。 

「行く先々」も、「行く」という動詞の意味が強く、「行く■先々」とマスあけしますので、注記はそのまま

にしたいと思います。 

 

 

 

 

 

９．p104 １．カギ類   『点訳フォーラム』より 

「「「「したいに決まってんだろう！」」」」 

この文面でカギが４個重なって書かれているのですが、点訳を「したいに■きまってんだろー！」とし

たのですが、「点訳挿入符」で説明が必要でしょうか。必要とすれば、どのように点訳すればよいでしょ

うか。「てびき」にもないので同じ記号を重ねることはできないと思います。 

【Ａ】 

大勢の人が同時に発言したことを表しているのかもしれませんが、前後の文脈で理解できると思いま

すので、一つの第１カギで囲んで書いてよいと思います。 

「シタイニ■キマッテンダロー！」 



てびき 123-124 ページ 

文中注記符 

 

 指導者ハンドブック第 4 章より 

文中注記符がついた語句と説明の間は、二マスあけ（無無）、棒線（ーー）、点線（っっっ）、第一小見

出し符（ぱ「）のどれでも誤りではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『点訳フォーラム』より 

15． p123 ３．文中注記符 

原文の注記が＊や※ではなく、（１）（２）や１．２．･･･のように書いてある場合は、どのように点訳すれば

いいでしょうか。 

 

【Ａ】 

墨字では「てびき」p124 の例のように「* 1」の形や、（注１）（１）など様々な形が見受けられますが、原

本でどのように書かれているかに関わらず、語や文をマークしておいて後で説明を記載する方式で処

理する場合に、点字では文中注記符を用います。なお、原文で(注１)のようにカッコに囲まれているから

といって、文中注記符をカッコに囲む必要はありません。文中注記符だけを書きます。 

文中注記符を用いる場合は、注の説明を書く箇所でも、墨字原本の書き方に関わらず、文中に用いた

文中注記符を冒頭に記載して、対応を明らかにします。「てびき」p124の例でも、墨字原文では冒頭に

「注１」とありますが、点訳例では数字をはさんだ文中注記符になっています。 

 

 

 



『点訳のてびき第 3版 Q＆A ２集』より 

【Q 89】 「…君主制(*１)･･･｣のような場合、注記符をさらにカッコで囲むと複雑になりますが、原文通

り書くのでしょうか。 

 

A この場合カッコは省略し。文中注記符のみで示します。 

クンシュセイ、数１二 となります。 

 

 

『点訳のてびき第 3版 Q＆A』より 

【Q106】 文中注記符の（2）に「その後ろは分かち書きの原則に従う」とあります。では、「ＥＮＳ＊1とは

～」や「pretend＊1とは～」のように、アルファベットや外国語の後ろに文中注記符が付いた場合はど

うなりますか？ 

 

A 文中注記符は、語句や文の直後に書きます（「てびき」(P123 3.（2）、P131. (4)参照）ので、外字符

に続くアルファベットや外国語引用符の閉じ記号にも続けて書きます。そして、その後ろは分かち書きの

規則に従います。 

 助詞・助動詞は、アルファベットや省略符としてのピリオド、および外国語引用符の後ろに続く場合は、

前を区切って書きますが、間に文中注記符が入ると外国語引用符などと助詞・助動詞が続きませんの

で、一続きに書きます。                 

 ご質問の語は次のようになります。 

二ぱぱ ENS、数１二トワ 

    八 Pretendん、数１二トワ 

 

《Q》 < Microelectronics*１〉のように長い語に文中注記符が付いているとき、文中注記符の前で行移

しをしてもよいのでしょうか？ 

 

《A》 P148 2. （１）を参照してください。数符つきの文中注記符の前では行移しできます。 

 

 

 

【Q107】 文中注記符の内側には、数字以外のものをはさんではいけないのでしょうか？ 

 

A 文中注記符 p123にもあるように、文中注記符には数字をはさみます。 

数字以外のものは、はさむことができません。 

 

《Q》 一つの言葉に「注２、注３」などと二つ以上書いてある場合は、どう書くのでしょうか？ 

 

《A》 一つの言葉に注が二つ以上付いている場合は、それぞれに文中注記符を用い、続けて書きま

す。 

    夏目漱石*1*2   

なつめ無そーせき、数１二、数い二 

 



『点訳のてびき 第 4 版』より 189-190 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『日本点字表記法 2018 年版』 76ページ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『点訳のてびき 第 4 版』 124 ページより 

 
 

『点訳のてびき第 3版 Q＆A』より 

点字の教科書には脚注の処理などに多く用いられています。原文によっては、そのページにあった

方が理解しやすい場合もありますし、プライベートサービスなどで希望される場合もあると思われま

すので、「必要がある場合は」と断って＜処理１＞を加えました。ただ、レイアウトが狂いやすいので、修

正が生じた場合は十分に気を配る必要があります。 



 『点訳フォーラム』より 

【質問】 

中点について質問です。『水たまりで息をする」』高瀬隼子著で、以下の文が出てきます。 

  

 放流のサイレンが流れたのは、昼休みだった。外へ昼食を買いに出た同僚が慌ただしく戻り、「すご

い雨」と興奮した様子で言った。その時、ピンポンパンと放送チャイムの音がした。「市役所にお越しの

みなさまにお知らせです。本日、ダムの放流を行っています」そう説明する男性の声に続いて、ウー

ツ、と高いような低いような音でサイレンが鳴ったあと、女性の声でアナウンスが流れた。 

 「かわが・ぞうすい・しています・あぶない・ですので・ちかづかない・ように・しましょう」 

 衣津実が立つカウンターの近くに窓はなかったが、カウンターの窓口を横に五つ挟んだ先にある正

面入口の自動ドアが開く度、外から雨の空気が入ってきた。 

  

 「かわが・ぞうすい・しています・あぶない・ですので・ちかづかない・ように・しましょう」の中点の処理

ですが、『点訳のてびき』103 ページ（２）③で 原文の意図や読みやすさなどを考慮した上で、中点は

マスアケに代えると、本来続けるべき助詞のところがマスアケになってしまいます。 

 著者は、アナウンスが途切れ途切れに聞こえることを、中点をつかって表現したいのではないかと

思うのですが、どう点訳すれば伝わるのでしょうか？ 

 

【回答】 

中点の働きは「対等な関係を表す」ことですので、点字で中点が使われていても、途切れ途切れに

言っているんだなということは伝わらないと思います。ご質問の場合は、そこで切れて聞こえる（間

があいて聞こえる）状況だと思いますので、中点の所を読点に置き換えて点訳するのがよいと思いま

す。 

「かわが・ぞうすい・しています・あぶない・ですので・ちかづかない・ように・しましょう」 

→ 

 「カワガ、■ゾースイ、■シテ■イマス、■アブナイ、■デスノデ、■チカヅカナイ、 

■ヨーニ、■シマショー」 

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『点訳フォーラム』より 

その３ 線類 

１．p113 １．棒線・点線 

補足説明と思われる棒線の前後のマスあけについて、カギで囲まれた会話文の間にあります。 

 

「もうお分かりでしょう」―彼女の言葉には、不安にさせるものがあった―「わたしの関心は精神的な

面なのです。(以下略)」 

 

この文の後は改行して次の段落が始まります。 

カギと棒線の間、棒線とカギの間は記号間の優先順位から両方とも一マスあけでよいでしょうか? 

 

【Ａ】 

前後を棒線で囲んで、カッコ類と同じように、前の語句の説明をしています。この場合は、一つの文

の中に含まれていると見なして、棒線の両側は一マスあけます。 

「もうお分かりでしょう」■―■彼女の言葉には、不安にさせるものがあった■―■「わたしの関心は精

神的な面なのです。 

 

 

【新規】p113 １．棒線・点線 

文を棒線で括っている時の点訳方法を教えて下さい。 

原本で移民や冒険者に対する根強い偏見があるらしいデニスは、そうなるに至った大きな事件―冒険

者だった父親の死に関する―があったという。 

とあります。この時の棒線を点訳者は、原文通りに②⑤②⑤の点（ーー）の棒線で点訳しています。原文

通りで間違いとは思いませんが棒線で括った文が前の説明と考えて（～）に置き換えても良いですか。

校正の範囲外のことですが確認したいと思いました。 

 

【Ａ】 

この棒線の用法は確かに説明のカッコと同じですが、墨字の棒線にももともとそのような用法があ

ります。 

「点訳のてびき第３版指導者ハンドブック第４章編」の巻末にある「くぎり符号の使ひ方」の「（４）ナカセ

ン」に《七、補助的説明の語句を文中にはさんでカッコでかこむよりも地の文に近く取り扱ひたい場合

に用ひる》とあります。 

ここから、これは棒線の用法の一つとして、墨字に対応して用いてよい棒線になります。 

ですから、原本で使用している棒線をカッコに換えるように校正するのは、行き過ぎになると思いま

す。 

 

 

 

 



『点訳のてびき第３版指導者ハンドブック第４章編』の巻末にある「くぎり符号の使ひ方」より 

くぎり符号の使ひ方〔句読法〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『日本点字表記法 2018 年版』 より 70 ページ 

 



『てびき 89ページ 処理』  

ブリュネら？ つなぎ符つかうの？ 

 濁ふ拗るね」ら ？ 

 

 

 

 

 

《A》 

  濁ふ拗るねら 

  つなぎ符はいらない。 1タイトル中に複数回出てくることも多く、文脈で 

理解できるので。この本の場合、４行先に 「ブリュネに」とあるのでわかると 

思います。 

 



『点訳フォーラム』より 

15．p14 ３．調査 
「開く」で「あく」と「ひらく」の使い分け、読み分けはどうなりますか。 

 

【Ａ】 

国語辞典で「開く（ひらく）」を引くと、辞典によっては 15 以上も語義が載っています。自動詞も他動

詞もあり、どんな場合に読み分けるのか迷います。 

そこで、「開く」（あく）の方を引いてみると、「明く」「空く」の漢字もあり、書き分けなども加味する

と、どの辞書もおよそ次のような例が挙げられています。 

 

自動詞 

１．ぴったりとさえぎっていたものが、ずらされたり除かれたりする 

「戸が開
あ

く、幕が開
あ

く、瓶の口が開
あ

く、蓋が固くて開
あ

かない」 

２．合わさっていたものの間に隙間ができて中が見えるようになる 

「口が開
あ

く、目が開
あ

く」 

３．肌が広く出る 「背の開
あ

いた服」 

４．穴ができる  「胃に穴が開
あ

く」 

５．錠がはずれる 「かぎが開
あ

く」 

６．営業が始まる 「店が開
あ

く、初日が開
あ

く」 

７．開票になる  「票が開
あ

く」 

 

他動詞 

１．自然にあける 「口を開
あ

く、目を開
あ

く」 

慣用句 「開
あ

いた口がふさがらない」 

 

「あく」は、自動詞なので、目的語がある場合は「あける」になります。 

ドアを開
あ

ける、カーテンを開
あ

ける、ジュースの栓を開
あ

ける、口を開
あ

ける、 

目を開
あ

ける 本を開
あ

ける、かべに穴を開
あ

ける、カギを開
あ

ける、店を開
あ

ける、 

票を開
あ

ける 

 

ですから、目的語がある場合は、他動詞の「ひらく」と読みます。 

ドアを開
ひら

く、窓を開
ひら

く、店を開
ひら

く、心を開
ひら

く、口を開
ひら

く…いずれも「ひらく」になります。 

 

辞書の説明によると、他動詞（目的語がある）で「開
ひら

く」を「あく」と読むのは、意識的でなく、ぽかんと

した状態の時だけという説明です。 

 

これは、辞書による、およその使い分けで、特に１．や７．の意味の時には、「ひらく」とも読みます。ただ、

「花のつぼみが開
ひら

く、足が開
ひら

く、実力の差が開
ひら

く」などは「ひらく」としか読みません。 

 

以上のことは、すべて、小型の国語辞典に書いてありますので、「開く（ひらく・あく）」という簡単な語

でも、国語辞典を引くと興味深く、いろいろな情報が得られます。 

 

 

 



【自動詞と他動詞】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（考え方）  

 自動詞・他動詞の区別をするには、まず「～が」に続くか、「～を」に続くかを考えてみるとよい。 

 

 

（ポイント） 

 自動詞・他動詞の見分け方 

他動詞は「～を」という目的語をとるが、自動詞はとらない。 

 

 

 



『点訳フォーラム』より 

10．p14 ３．調査 
「他（た、ほか）」の読み方で、いつも悩みます。 

点訳する上で、「た」と読むか、「ほか」と読むか、何か決定的な決まりはありますか。 

 

【Ａ】 

決定的な決まりといえるものはないと思います。文脈や後ろに続く「てにをは」や前後の言葉遣い

で自然かどうかを判断することになります。 

ただ、「タ」では点字では意味が取りにくいのではないかと心配される方もいますが、以下のような理

由から、「タ」と読む方が自然な場合が多いと思われます。 

１．現在では「他
た

」は音読みが「タ」、訓読みが「ほか」となっていますが、常用漢字表が改定されるまで

は、「他
た

」の読みは「タ」だけで、「ほか」は仮名で書くか、「外」の漢字を当てていました。戦後、長くこの

状態が続いていたので、現在でもこのような文字遣いになっている読み物が多いと思います。 

２．「そのた」には、「その他
た

」の漢字だけが当てられます。「そのほか」は仮名か、「その外
ほか

」となります。 

特徴的な使われ方としては 

「ほか」 ほかでもない、～ほかない（驚くほかない）、ほかに～ない 

～のほか（思いのほか、思案のほか、このほか） 

～ほか何名 

「た」 たを～（他
た

を圧
あっ

する、他
た

を顧
かえり

みない、他
た

を犠牲にする･･･） 

たに～（他
た

に先駆ける、他
た

に抜
ぬ

きんでる） 

たと～（他
た

と区別する、他
た

と異なる） 

たの～（他
た

の追随
ついずい

を許さない、他
た

の業者の手に渡る） 

などがあります。 

このように、「他（た、ほか）」は、まず「た」と読み、文脈上「ほか」と読んだ方がふさわしい場合に「ほ

か」と読むようにするのがよいと思います。 

 

 

11．p14 ３．調査 
「描く」は「えがく」「かく」をどのように読み分ければよいですか。 

 

【Ａ】 

「描
えが

く」も「私（わたくし・わたし）」「他（た・ほか）」と同様、常用漢字の改定のときに、「えがく」に「か

く」の読みも加わった漢字です。 

本来は「えがく」で、 

①絵や図をかく 

②様子を写し出す。表現する。描写する。「若い教師の生活を描
えが

いた作品」 

③心に思い描
えが

く、創造する。「理想を描
えが

く」「勝利を胸に描
えが

く」「夢に描
えが

く」 

④ものが動いた跡をある形に表す。「孤を描
えが

く」「トンビが輪を描
えが

いて飛ぶ」 

などのような意味があります。（「大辞林」などから） 

この中で、「かく」とも読めるのは、①と④の意味で文の流れから「えがく」と読むと不自然な場合や、

「絵描
え か

き」（えかき）のような例になると思います。 

「孫が幼稚園で絵を描
か

いてきた」「出勤前にさっと眉を描
か

く」のような場合は、「かいてきた、かく」のほ

うが自然に読めると思います。 

しかし、「描写する、創造する」のような内容の場合は、「えがく」の方が自然に読めます。 



「かく」には本来「書く」という漢字を当てていますので、「描
えが

く」は基本的には「えがく」と読み、上記の

ように、絵や図、線などを（芸術的にではなく）書いているような場合で、「えがく」と読むと流れが不

自然な場合にのみ「かく」と読むのがよいと思います。 

 

 

７．p14 ３．調査 

「母子
ぼ し

（ははこ）」、「父子
ふ し

（ちちこ）」の点訳についての質問です。 

母子
ぼ し

家庭、父子
ふ し

家庭などの熟語では「ボシ」「フシ」ですが、下記のような文章では「ボシ」「フシ」は感

覚的には不自然なように思えます。 

①すぐ後ろに並んでいた母子は帰っていった。 

②19 歳のメスのキリンと８歳のオスのキリンがいる。母子だ。 

③「ねえ、お父さん。どうして･･･なの？」と息子は聞いた。父はこう答えた。･････あの父子はその後、

どうしたのだろう。 

 

①：前文で母親と子供のことは書かれていないので、「ハハコ」の方が理解しやすいのでは？ 

②：前文で母親と子供のことが書かれているので、「オヤコ」がよいのでは？ 

③：前文で父親と子供のことが書かれているので、「オヤコ」がよいのでは？ 

黙読しているときには、「ボシ」「フシ」とは読んでいないと思うのですが･･･「ボシ」「フシ」でよいとい

う人が多いのですが、どうなのでしょうか？ 

 

【Ａ】 

「親子
お や こ

」のことを「父子・母子・父娘・母娘（チチ■コ・ハハ■コ・チチ■ムスメ・ハハ■ムスメ）」などと書

かれているのは、「おやこ」の組み合わせを具体的に示そうとする書き手の選択によると思います。 

ですから、これらは、いずれも「おやこ」と読むのが自然だと思います。 

もちろん、「母子手帳、母子家庭、父子家庭」などは「ボシ・フシ」と読みますし、「母子」は「母子草」な

ど、「ハハコ」とも読みます。 

ご質問の、①②③はいずれも「オヤコ」と読んでいいと思いますし、①は「ハハコ」と読んでもよいと思

います。 

「父子・母子・父娘・母娘」などを「オヤコ」と書いただけでは、その関係が分からず、説明を必要とする

場合は「オヤコ（チチ■ムスメ）」などと、第１カッコで補います。 

これは、「きょうだい」を「兄妹、姉弟」などと書かれている場合も同じになります。 

 



『点訳フォーラム』より 

【質問】 

分かち書きの質問です。「揚げ進んだ」と「戦い倒れる」？ 

原文は以下のとおりです。 

（１）アメリカ国旗を揚げ進んだ。「回天」は攻撃の際、アメリカ国旗を下げ日章旗を上げた。 

（２）函館で戦い倒れることこそ、我が誉れとしていたからだ。 

 

（１）「揚げ進んだ」は複合動詞と考えてると「アゲススンダ」としていいでしょうか？ 

（２）「戦い倒れる」は一連の動作になっているということで、複合動詞で「タタカイタオレル」それとも

中止法の用法で「タタカイ■タオレル」ですか？ 

 

 

【回答】 

（１）「揚げ進んだ」は一続きに書いてよいと思います。 

（２）「戦い倒れる」は、迷うところですが、「戦い倒れる」も複合動詞と考えて続けて書いてよいと思い

ます。戦いそして倒れる場合は、間に読点がはいると思います。 

 

 

『点訳のてびき』80 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『点訳フォーラム』より 

【質問】 

質問が目次の書き方です。『ラストサムライの函館戦争』 中島克之著です。 

①原本で次のようになっています。 

主な舞台 最前線で戦った戦士達 → 9 マス目からの見出し 

（遊撃隊）  → ７マスからの見出し 

（１７）五稜郭に散った隻腕戦士 伊庭八郎  → ７マス目からの見出し 

（１８）満身創痍で放った 6連発ピストル 人見勝太郎 

（衝鋒隊） 

（１９）ヨーロッパ式歩兵隊隊長、函館に死す 古谷作左衛門 

 

■■オモナ■ブタイ■■サイゼンセンデ 

■■■■タタカッタ■センシタチ■・ ・ ・ ・ ・ 数○ 

ユーゲキタイ（改行マーク） 

（17）■５リョーカクニ■チッタ■セキワン■センシ 

■■イバ■ハチロー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 数○ 

（１８）■マンシン■ソーイデ■ハナッタ 

■■６レンパツ■ピストル■■ヒトミ■カツタロー 

・ ・ ・ ・ ・ ・   数○ 

と点訳されているのですが、「ユーゲキタイ」のあと改行されているのが気になります。 

 

【回答】 

 「幕臣 忠義を貫いた侍達」の大見出しの下に１～８の見出しがあり 

 「新選組 常勝将軍と共に」の大見出しの下に９～１６の見出しがあり  

 「おもな部隊 最前線で戦った～」の下にだけ中見出しとして 

 遊撃隊 が、１７～１８ 

 衝鋒隊 が、１９～２０ 

 彰義隊 が、２１～２３ 

 額兵隊 が、２４まであり、その後はまた 

 「会津藩 ～」２５～２９、「フランス軍～」３０～３４、「味方と敵～」３５～４０まで、大見出しと小見出しの

関係になっています。 

 点訳書の目次は点訳書の見出しに合わせますので、「遊撃隊」「衝鋒隊」「彰義隊」「額兵隊」を独立

して７マス目からの見出しにしているのでしたら、目次でも同じ扱いで、独立して１行に書き、ページも入

れるのがよいと思います。 

その際、７マス目からの見出しでも強調する意味で、カギ類（第１カギ「 」か第２カギ〈 〉）で見出しを

囲めば、分かりやすいのではないでしょうか。本文でも７マス目からカギで囲んで書きます。 

 １～４０の見出しは７マス目から書くのが適した大きさであると思いますので、見出しの大きさは今の

ままでよいと思います。 

 

 

 



『点訳のてびき』 155ページ処理（３）見出しの段階や序列が明らかな場合は、必ずしも行頭のあけ

幅に差をつける必要はない。   156ページ コラム 30 参照 

『点訳のてびき Q&A 第 2 集』 Q116  

段階を設ける必要がある場合や見出しの段階を示す数字などが原本に全く付いていない場合は、

行頭のあけ幅が同じでも、より大きい見出しにカギ類を付ける、より小さい見出しを棒線で囲む、または

カッコ類で囲む方法がみられます。 

 ただし、これらの方法は一般書では出来るだけ避けた方がよいでしょう。見出しの種類が複雑で、レ

イアウトが多様な刊行物や広報誌などでは、分かりやすさを工夫した上で、用いられることがありま

す。                 
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 本文見出し 
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『点訳フォーラム』より 

23．p183 ２．図の書き方 

写真が複数枚あり、キャプションがついているものとついていないものが混在している本です。写

真の内容説明については全て省略し、キャプション付きのものだけ、キャプションのみを点訳すること

としました。 

点訳方法として複数写真がある場合、各見出しの終わりに仕切りの線を引き、そのあと「シャシン■

■数○マイ」と見出しを作り、そのあとにキャプションを書くこととしました。 

写真の全部にキャプションがついてあった場合は、枚数かかれてあればより親切だなと思ってつけ

たのですが、キャプションなしとありが混在していたら、点訳しているキャプションの数と枚数が合わず

に読者が違和感を覚えるのではないかとの意見がありました。全部にキャプションがついていれば枚

数明記、そうでなければ枚数を入れない、もしくはキャプションありの枚数だけをという風に臨機応変

に対応してもいいのでしょうか。 

てびきの例（ｐ186）のように番号がふってあればよいのですが、ふっていないことも多いです。何か

良い方法があればご教示いただけないでしょうか。 

 

【Ａ】 

写真の処理については、「てびき」p207「９．点訳書凡例」の⑥図や表、グラフ、写真などの処理方法

にありますように、点訳書凡例で断ることをお勧めしています。 

原本の位置ではなく、各見出しの終わりなどにまとめて入れることが多いと思いますので、その位

置を示す必要があります。その際、写真に番号を付けたことや、キャプションのある写真だけを示した

こと、またはキャプションのない写真には点訳挿入符で簡単な説明を入れたことなどを書くことにす

れば、点訳の意図も伝わりますし、工夫して分かりやすく書くことができます。 

ご質問のような処理の仕方の場合は、例えば、 

写真は各見出しの最後に、キャプションの付いているものだけを書きました。また、掲載順に番号を付

けました。 

のようにすればよいと思います。 

  

例 

点訳書凡例で 

写真は各見出しの最後に、キャプションの付いているものだけを書きました。また、掲載順に番号を

付けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

29．p183 ２．図の書き方 

原本に８か所図表が記載されています。 

そのうち、２、３の図表の内容把握が、複数の点訳者で読み解くのですが、困難です。表示の範囲、内

容に不明な点が多く、無理に読み解き、表記するのが不安です。 

わかる範囲での書き記しはするつもりです。点訳書凡例で断り、本文中でも該当図表を省略したこと

を記することは可能でしょうか。その場合の判断基準、凡例例文などもお願いします。 

 

【Ａ】 

原本の図表のなかには、本文に概要が書いてあり、原文内容の読み取り、理解に差し支えがない図

表も多くありますし、また、概要が分かればすべて説明をしなくてもよいものや、墨字を読む人も視覚

的な傾向を大まかにみるだけの図表なども含まれます。 

できるだけ点訳した方がよいものの、何ページにもわたる表になって、原文の意図する主な内容か

ら離れてしまうようでは省略した方がよいとも言えます。 

点訳書凡例で、《図表は原則として枠線で囲んで記したが、差し支えのない場合は省略した。》と断

わり、本文の該当箇所で、図表の番号、タイトルを入れ、その後に、ショーリャクと書けばよいと思いま

す。 

図表をそのままの形でなく、文章で説明する場合も枠線の中に書きます。点訳挿入符で、《図を言葉で

説明する》《図を文章化して記す》などと断ります。 

 

 例 

 点訳書凡例で 

 図表は原則として枠線で囲んで記したが、差し支えのない場合は省略した。 

 

 

 

 

 

 

 点訳挿入符で 

 図を言葉で説明する 

 

 

 

 図を文章化して記す 

 

 

 

 

 

 



30．p183 ２．図の書き方 

図を省略する場合、図の番号やタイトルの後に「省略」と書くことを断っておけば、図の番号やタイト

ルの後に第１カッコで囲んだり、図の番号、タイトルと共に第１カッコで囲むことができるということで

す。 

（図５）南部バプティスト連盟所属の教会の分布と信者数 という図があり、この図を省略する場合

について質問します。 

本文は 例えば、次の（図５）は、「南部バプティスト連盟」全米でのネットワークを示しており、・・・。と

なっています。 

図の番号、タイトルとともに第１カッコで囲むことができるということですので 

例えば、次の（図５■■南部■バプティスト■連盟■所属■教会の■分布と■信者数((図は省略))）

は■「南部バプティスト連盟」全米での・・・。と省略までカッコで囲んで書いてよいということでしょう

か。((…))は二重カッコです。 

この図以外にも省略する図があり、出典も書かれています。 

省略しないほかの図と同じように段落の切れ目などに枠線で囲み、その中に図の番号、タイトルを書き

次行３マス目から(図は省略)とカッコ、または点訳挿入符で((図は省略))と書き、最後に出典も書くと

いうことでもよいのでしょうか。図を省略する場合は、出典も省略してよいのでしょうか。 

 

 

【Ａ】 

省略した図は点訳書には無いわけですから、そのために長いスペースを割いて本文を途切れさせる

ことのないように工夫します。 

こうしなければならないという一つの方法があるわけではありません。読みやすく情報を伝えるよ

うに工夫することが大切になります。 

例えば 

１．凡例で、《図は枠線内に囲んで書きますが、図の内容について本文に説明がある場合は省略しまし

た》と書き、番号もタイトルも出典も省略することもできます。 

その場合、本文に、《次の図５は～》とあり、「図５」という語を省くわけにはいかない場合だけ《次の図５

（図省略）は～》と入れます。 

２．凡例で、《図を省略した場合もあります。その場合は、図の番号・タイトル・出典を各小項目の最後にま

とめて書きました。》と断わり、５マス目からの見出しの最後に仕切りのための線を引き、図の番号順に、

番号、タイトル、出典を書きます。 

等の書き方があると思います。 

ご質問にある《次の（図５■■南部■バプティスト■連盟■所属■教会の■分布と■信者数((図は省

略))）は～》のような書き方は、タイトルが重複していたり、二重カッコがあったりして、何もない図のた

めに煩雑な文を読まなければならなくなりますので、避けた方がよい例となります。 

いろいろな図があり、その原文によって必要度も異なってきますので、その都度工夫が必要になりま

す。 

 

 

 

 



例 

１．点訳書凡例で 

 図は枠線内に囲んで書きますが、図の内容について本文に説明がある場合は省略しました。 

 

 

 

 

 

 

 番号もタイトルも出典も省略することもできます。 

 

 

本文で省くことができない場合、 

点訳挿入符で 

《次の図５は～》  →  《次の図５（図省略）は～》といれる 

 

 

 

 

２．点訳書凡例で 

図を省略した場合もあります。その場合は、図の番号・タイトル・出典を各小項目の最後にまとめて

書きました。 

 

 

 

 

 

 

凡例で断ったあと、５マス目からの見出しの最後に仕切りのための線を引き、図の番号順に、番号、

タイトル、出典を書きます。 

 

 

 

 



『点訳フォーラム』より 

37．p186「コラム 33」 

集合写真の説明を入れるとき、原本に「左から二人目・・」という説明が書かれている場合は、原文通り

で構わないでしょうか。 

 

【Ａ】 

このことについて特にルールはありません。 

本文を読む上で写真での位置関係がわからないと困るような場合は、原文通りに入れますが、なくて

も特に困らない場合は、省略しても構いません。 

名前の後ろに（右）（中）（左）（後列右端）などとあったり、（左から順に）などは、点字では省略してよい

と思います。 

 

ただ、前後のキャプションとつながっていて省きにくい場合(省くと文の収まりが悪くなるなど）もあり

ますので、そのときには、原文通りに書く場合もあります。 

 

原本は以下のようになっています。 

 

(例 1) 城を背にして（右端がマイケルさん）   （例２）一番奥がリオちゃん 

この写真説明を 

(例 1) 城を背にして（マイケルさん）   （例２）リオちゃん 

としてしまっては、文意が通じません。（説明として成り立たない）・ 

(省くと文の収まりが悪くなるなど） 

なので、このケースでは、そのまま 

(例 1) 城を背にして（右端がマイケルさん）   （例２）一番奥がリオちゃん 

 

50．p189 「コラム 34」 

写真のキャプションに、人物の位置を表わす（右）・（中央）などのカッコ書きが出てきますが、これは省

くことができますか。 

 

【Ａ】 

とくに規則はありませんが、特別な理由がない限り、省略して差し支えないと思います。 

 



 

写真そのものの場所を示している「上下左右」などは省略してください。 

写真の中の位置を示している場合は、残しておかないと、文意が通じないことがあります。 

 

 

Q.  写真説明などに書かれている 右、左、上、下 入力すべきですか？ 

A.写真説明の中にある、上下左右など位置を示す語句は、点字では削除してください。 触読者にとっ

て、「上？ 右下？」と意味のない説明になり、余計な語句にしかならないようです。何の写真がある

のかがわかれば、それで OK！ 

 

※本文中にある 上図 とか 次の表 のような場合は、点字ページ等に置き換えて位置をしめして

ください。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
    ------------------------ 

    ズ 2 マイ 

  ズ 5  リュート ヘビノ コーコツブン|シラカワ  

シズカ 『チューゴクノ シンワ』 チューオー  

コーロンシャ| 

  ズ 6  セイドーキニ イラレタ リューモン。   

インダイト シューダイ|『セカイ コーコガク タイケイ   

6』 ヘイボンシャ| 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（一部説明を省略しています） 

 

    ------------------------ 

    ズ 3 マイ 

  ズ 33  _コ ヨーロッパ_ノ ジョセイゾー。   

ダイリセキセイ。 

  ズ 34  _コ ヨーロッパ_ノ ダンコンゾー。 

  ズ 35  _コ ヨーロッパ_ノ ヘビ カクシュ。 

  ドグーノ ヘビ。  ユーゴスラヴィア シュツド、  

ゼン 6 センネンキマツ、  (以下略） 



『てびき Q&A』より 

Q142 音訳の場合、写真が掲載されているとまずキャプションを読み、それで十分でないときは、注を

入れて説明します。写真や挿し絵も大事な情報と思いますが、点訳の場合、写真が省略されるのはな

ぜでしょうか？ 

 

A:音訳では、雑誌の表紙の写真や記事に付いている写真なども、大切な情報として、目の代わりとなっ

て説明しますが、点訳では、内容を読み進むのに必ずしも必要でない付加的な情報であれば省略する

ことが原則になります。これは、耳から音として入ってくる情報と指で文字を読む情報の違いでもあり

ますし、音訳・点訳の姿勢の違いもありますので、必ずしも同じような処理をする必要はなく、それぞれ

の特徴を生かして情報を伝えることが望ましいと言えます。p186「コラム 33」を参照してください。 

 

【写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ニューヨークにあったクーパーズ・フィッシュ・アンド・チップス・ストア（1963年） 

【点字例】 キャプションのみ 

 

 

 

 

 

 

 

【音訳例】 

説明 

店内の奥から出入り口の方に向けて撮影した写真です。 

向かって左側にカウンターとカウンター席。客がいっぱい座っています。 

カウンターの中では店員が働いています。中央の通路をはさみ、写真むかって右側にはテーブル席。こ

ちらも満席です。 

出入口周辺には、立って順番を待つ人の姿も写っています。 

説明おわり。 



『日本点字表記法 2018 年版』 127-128 ページ 

図や表の書き方 

例：会計監査など 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：領収書など 

 点字の領収書を発行する場合は、一般に用いられてる領収書などの形式に併せて書き表す。 

 なお、墨字と点字を併記した領収書の作成が正確を期するうえで望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『日本点字表記法 2018 年版』より 132-133 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


